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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 630 △19.8 △315 ― △317 ― △324 ―
23年3月期第2四半期 786 △35.1 △141 ― △151 ― △168 ―

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △321百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △175百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 △10,470.06 ―
23年3月期第2四半期 △5,837.05 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年3月期第2四半期 2,342 1,866 79.7 60,252.47
23年3月期 2,534 2,187 86.3 70,640.68
（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  1,866百万円 23年3月期  2,187百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ― 0.00
24年3月期（予想） ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,060 △6.8 △200 ― △200 ― △205 ― △6,620.81



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外です。なお、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づ
く四半期財務諸表のレビュー手続は終了しています。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、[添付資料]3
ページ「1.当四半期決算に関する定性的情報 (3)連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 30,974 株 23年3月期 30,963 株
② 期末自己株式数 24年3月期2Q ― 株 23年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 30,972 株 23年3月期2Q 28,868 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、甚大な被害をもたらした東日本大震災や原発事故の影響に

よる厳しい状況から徐々に生産活動及び個人消費に回復の兆しが見られつつあるものの、急激な円高の進行、電

力不足などによる企業収益悪化の懸念、更には欧州での金融市場の動揺などにより、依然として先行きは不透明

な状況が続いております。 

このような環境の中、当社グループ（当社及び連結子会社）の事業のこれまでの収益の中心であった携帯端末

関連市場は、国内・海外市場において、スマートフォンの急速な拡大が続く一方で、フィーチャーフォン（従来

型の多機能携帯電話端末）の出荷台数は減少し、将来的にはその市場シェアは逆転するものと想定しておりま

す。 

事業環境が急速に変化していく中、当社グループは中期的な戦略として、従来のフィーチャーフォンを中心と

した携帯端末の出荷台数のみに左右されないビジネスモデルを構築すべく、市場の変化に対応した更なる製品開

発と事業展開、及び携帯端末以外のデジタル家電機器分野等への事業展開の拡大を図っております。また、当社

グループの有する技術の対価として、デバイスからの収益獲得のみならずサービス領域からの収益拡大も目指

し、サービスプラットフォームとしてコンテンツ・プロバイダーやＳＮＳ運営会社などのサービス事業者に対す

る技術提供・サービス提供を一層強化しております。 

ミドルウェア事業においては、主力製品である「マスコットカプセル（MascotCapsule®）」の機能拡張製品や

Android向け製品・ソリューションの開発、携帯端末向けのグラフィックス関連製品を充実させるとともに、デジ

タル家電分野及び車載機器分野等への「マスコットカプセルUIフレームワーク（MascotCapsule®  UI 

Framework）」を活用した事業拡大を推進し、受託開発及びライセンス収入が本格化しております。 

アプリケーション事業においては、当社の強みである３Ｄグラフィックスの技術やキャラクターデザイン力等

を活かし、サービスのプラットフォームに「マスコットカプセル」の技術を活用したアバター関連事業や通信キ

ャリアからのサービス領域への技術提供を拡大し、またそれに併せたコンテンツの提供を積極的に取り組んでお

ります。 

以上の施策の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は630百万円（前年同期比19.8％減）となりました。営

業損益につきましては、総費用（売上原価、販売費及び一般管理費）についてのコストダウンの徹底と業務効率

の向上を図りましたが、収益率の高いライセンス収入の減少により、315百万円の営業損失（前年同期は141百万

円の営業損失）となりました。経常損益につきましては、支払利息2百万円が発生したこと等から、317百万円の

経常損失（前年同期は151百万円の経常損失）となりました。四半期純損益につきましては、法人税等の計上によ

り、324百万円の四半期純損失（前年同期は168百万円の四半期純損失）となりました。 

  

セグメントごとの業績は次のとおりであります。  

  

 ① ミドルウェア事業  

当第２四半期連結累計期間においては、スマートフォンの出荷台数が急速に増加する中、ミドルウェア事業の

収益の中心であった国内外のライセンス収入が、「マスコットカプセル」搭載端末であるフィーチャーフォンの

出荷台数が低下したことにより大幅に減少いたしました。情報家電分野、通信事業分野での受託開発収入は前年

同期比で増加したものの、ライセンス収入の減少を吸収しきれず、ミドルウェア事業全体では前年同期比で減収

となりました。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は431百万円（前年同期比23.2％減）となりました。営業損益

につきましては、外注管理の見直し、有望な研究開発テーマへの絞込み等の改善を行いましたが、売上高が大幅

に減少したことにより、6百万円のセグメント損失（前年同期は141百万円のセグメント利益）となりました。 

  

 ② アプリケーション事業 

当第２四半期連結累計期間においては、サービスのロイヤリティ収入及び運用収入が増加したものの、ゲーム

コンテンツ分野、サービス分野の受託開発収入が減少し、アプリケーション事業全体では前年同期比で減収とな

りました。 

これらの結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は198百万円（前年同期比11.4％減）と減少となりました。

営業損益につきましては、売上高が減少した影響で69百万円のセグメント損失（前年同期は35百万円のセグメン

ト損失）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べて192百万円減少し、2,342百万円となりま

した。これは、仕掛品が47百万円増加し、売掛金が239百万円減少したことが主な要因であります。 

 負債については、前連結会計年度末に比べて128百万円増加し、475百万円となりました。これは、借入金が163

百万円増加し、未払消費税等が30百万円減少したことが主な要因であります。 

 純資産については、前連結会計年度末に比べて320百万円減少し、1,866百万円となりました。これは、四半期

純損失の計上による利益剰余金の減少324百万円が主な要因であります。  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成23年３月期の通期の連結業績予想につきましては、連結、個別ともに平成23年５月12日に公表しました業績

予想から変更はありません。  

  

  

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 該当事項はありません。 

  

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 該当事項はありません。 

  

  

２．サマリー情報（その他）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,417,966 1,430,079

売掛金 414,934 175,067

仕掛品 14,200 61,374

繰延税金資産 480 1,117

その他 48,059 51,165

貸倒引当金 △10,607 △4,546

流動資産合計 1,885,033 1,714,257

固定資産   

有形固定資産 35,520 32,858

無形固定資産   

ソフトウエア 206,828 187,559

その他 2,415 2,313

無形固定資産合計 209,244 189,873

投資その他の資産   

投資有価証券 317,887 317,580

その他 87,103 87,567

投資その他の資産合計 404,991 405,148

固定資産合計 649,755 627,879

資産合計 2,534,789 2,342,137

負債の部   

流動負債   

買掛金 43,567 42,601

短期借入金 100,000 180,000

1年内返済予定の長期借入金 33,332 66,664

未払法人税等 8,540 4,340

受注損失引当金 3,343 4,635

関係会社清算損失引当金 － 3,641

その他 90,886 57,264

流動負債合計 279,670 359,146

固定負債   

長期借入金 66,668 116,670

繰延税金負債 94 60

その他 1,108 －

固定負債合計 67,871 116,730

負債合計 347,542 475,877

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,205,581 1,205,960

資本剰余金 953,104 953,482

利益剰余金 63,143 △261,143

株主資本合計 2,221,829 1,898,299

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 136 △137

為替換算調整勘定 △34,718 △31,901

その他の包括利益累計額合計 △34,582 △32,039

純資産合計 2,187,247 1,866,260

負債純資産合計 2,534,789 2,342,137
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 786,419 630,725

売上原価 558,687 580,601

売上総利益 227,731 50,123

販売費及び一般管理費 369,458 365,534

営業損失（△） △141,726 △315,411

営業外収益   

受取利息 228 175

助成金収入 308 －

その他 263 270

営業外収益合計 800 446

営業外費用   

支払利息 35 2,268

株式交付費 220 187

為替差損 10,729 395

その他 20 0

営業外費用合計 11,005 2,851

経常損失（△） △151,931 △317,815

特別利益   

貸倒引当金戻入額 6,278 －

特別利益合計 6,278 －

特別損失   

固定資産除却損 253 －

関係会社清算損失引当金繰入額 － 3,641

減損損失 11,419 －

特別損失合計 11,672 3,641

税金等調整前四半期純損失（△） △157,324 △321,456

法人税、住民税及び事業税 2,082 3,427

法人税等調整額 9,101 △597

法人税等合計 11,183 2,830

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △168,507 △324,286

四半期純損失（△） △168,507 △324,286
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △168,507 △324,286

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △401 △273

為替換算調整勘定 △6,743 2,816

その他の包括利益合計 △7,145 2,543

四半期包括利益 △175,653 △321,743

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △175,653 △321,743

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △157,324 △321,456

減価償却費 54,547 60,569

減損損失 11,419 －

関係会社清算損失引当金の増減額（△は減少） － 3,641

受注損失引当金の増減額（△は減少） － 1,291

貸倒引当金の増減額（△は減少） △6,278 △6,062

株式交付費 220 187

受取利息及び受取配当金 △228 △175

支払利息 35 2,268

為替差損益（△は益） 1,377 982

固定資産除却損 253 －

売上債権の増減額（△は増加） 334,800 240,085

たな卸資産の増減額（△は増加） △70,567 △47,174

仕入債務の増減額（△は減少） 13 △966

未払又は未収消費税等の増減額 △24,199 △33,748

その他 1,601 △10,078

小計 145,667 △110,636

利息及び配当金の受取額 228 175

利息の支払額 △33 △2,063

法人税等の支払額 △6,168 △4,998

法人税等の還付額 4,384 4,993

営業活動によるキャッシュ・フロー 144,078 △112,529

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △6,016 △106,006

有形固定資産の取得による支出 △9,518 △5,338

無形固定資産の取得による支出 △43,333 △35,243

投資有価証券の取得による支出 △9,000 －

敷金の差入による支出 － △387

その他 △47 △69

投資活動によるキャッシュ・フロー △67,916 △147,045

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） － 80,000

長期借入れによる収入 － 100,000

長期借入金の返済による支出 － △16,666

社債の償還による支出 △10,000 －

株式の発行による収入 31,816 569

財務活動によるキャッシュ・フロー 21,816 163,903

現金及び現金同等物に係る換算差額 △7,568 1,777

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 90,410 △93,893

現金及び現金同等物の期首残高 727,036 1,230,742

現金及び現金同等物の四半期末残高 817,447 1,136,848
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 該当事項はありません。 

  

  

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 「ミドルウェア事業」セグメントにおいて、Mobile 3DGraphics API2.0の開発を中断したことに伴

い、当該資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失として計上しました。な

お、当該減損損失の計上額は、当第２四半期連結累計期間においては11,419千円であります。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

  

ミドルウェア 

事業 

（千円） 

アプリケー 

ション事業 

（千円） 

合計 

（千円） 

 売上高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部売上高又は振替高  

   

  

  

562,213

11,578

  

  

  

224,205

449

  

  

  

786,419

12,027

計   573,792   224,654   798,446

 セグメント利益（又はセグメント損失（△））   141,055   △35,772   105,283

 利益 
金額 

（千円） 

 報告セグメント計 

 全社費用（注）  

  

  

105,283

△247,009

 四半期連結損益計算書の営業損失（△）   △141,726
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  

  

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）  

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

  

  

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。  

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

 該当事項はありません。  

  

  

  

ミドルウェア 

事業 

（千円） 

アプリケー 

ション事業 

（千円） 

合計 

（千円） 

 売上高 

外部顧客への売上高 

セグメント間の内部売上高又は振替高  

   

  

  

431,999

5,380

  

  

  

198,725

1,487

  

  

  

630,725

6,867

計   437,379   200,212   637,592

 セグメント損失（△）   △6,228   △69,568   △75,796

 利益 
金額 

（千円） 

 報告セグメント計 

 全社費用（注）  

  

  

△75,796

△239,614

 四半期連結損益計算書の営業損失（△）   △315,411

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（７）重要な後発事象
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